
　お客様のどきどきカードのご利用は平成２７年３月３１日で終了します。
　１ポイント１円としてお買物できます。

　

　加盟店ではどきどきカード回収箱を用意しております。
　使い終わったカード、不要になったカードをご持参下さい。

注）期日を過ぎるとポイントがご利用できませんので、お早めにご利用下さい。

　
年末年始のお買物はどきどきカード会加盟店をご利用下さい。

●
事
業
所

　

栗
原
市
一
迫
字
川
口
打
越
29
―
２

　

電
話

：

24
―
７
１
５
０

●
事
業
内
容

　

一
般
土
木
工
事

●
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ

　

平
成
24
年
８
月
に
三
浦
建
設
㈱
を

設
立
し
、
業

務
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。

元
請
、
下
請
、

民
間
工
事
等
、

社
員
14
名
で

丁
寧
な
施
工

に
努
め
て
い

る
会
社
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　

ク
オ
リ
テ

ィ
ー
の
高
い

工
事
を
行
い
、

地
域
の
皆
様

か
ら
信
頼
と

安
心
を
頂
け

る
様
な
会
社

を
目
指
し
て

行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り

ま
す
。

●
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
は

　
ど
う
お
考
え
で
す
か

　

今
あ
る
環
境
の
中
で
努
力
し
、
雇

用
を
安
定
さ
せ
、
少
し
で
も
地
域
活

性
化
の
役
に
立
て
る
と
幸
い
で
す

●
商
工
会
へ
の
要
望

　

今
後
と
も
情
報
や
専
門
的
な
指
導

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ま
の
家
計
を
応

援
・
消
費
者
生
活
応
援
セ
ー
ル
等
、

次
の
内
容
に
て
お
客
様
へ
の
一
年

間
の
感
謝
を
込
め
て
頑
張
り
ま
す
。

【
売
出
し
期
間
】

平
成
26
年
12
月
10
日（
水
）

～
31
日（
水
）ま
で

　

抽
選
券
は
、
大
売
出
し
参
加
店
に
て

お
買
い
上
げ
５
百
円
毎
に
１
枚
差
し
上

げ
ま
す
。

【
景
品
内
容
】

☆
特
賞　

共
通
商
品
券
１
万
円　

８
本

☆
１
等　

共
通
商
品
券
５
千
円　

16
本

☆
２
等　

共
通
商
品
券
２
千
円　

32
本

☆
３
等　

共
通
商
品
券
１
千
円　

240
本

☆
復
活
賞　

は
ず
れ
券
10
枚
で
共
通
商

品
券
１
千
円
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

並
び
に
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込

め
て
、
生
活
関
連
商
品
３
品
大
特
売

市
を
開
催

☆
に
ぎ
わ
い
賞　

共
通
商
品
券
５
百
円

☆
残
念
賞　

景
品
進
呈

【
当
選
発
表
】

　

平
成
27
年
１
月
６
日（
火
）午
後
１
時

30
分
よ
り「
が
や
が
や
」に
て
公
開
抽
選

会
を
行
い
番
号
を
決
定
い
た
し
ま
す
。

【
景
品
交
換
】

　

特
賞
か
ら
３
等
ま
で
の
引
換
え
は
平

成
27
年
１
月
14
日（
水
）～
16
日（
金
）午

前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
商
工
会
館
又

は
左
記
復
活
賞
抽
選
会
場
に
て
引
換
え

い
た
し
ま
す
。（
以
降
無
効
）

【
復
活
賞
抽
選
会
・
消
費
者
生
活
応
援

セ
ー
ル
会
場
と
日
程
】

■
花
山
会
場（
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
川
口
会
場（
一
迫
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

　

平
成
27
年
１
月
14
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
真
坂
会
場（
一
迫
に
ぎ
わ
い
施
設
「
が
や
が
や
」
）

　

平
成
27
年
１
月
15
日（
木
）、
16
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
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◇
お
客
様
へ
一
年
間
の
感
謝
を
こ
め
て
◇

お ら知 せ

お問い合わせ　一迫どきどきカード会　TEL 52-3300
（一迫花山商工会内）

お問い合わせは 一迫商工振興会（一迫花山商工会館内） TEL ５２-３３００

一迫花山共通商品券をご利用下さい
♪♪♪ 贈って便利　もらって重宝 ♪♪♪

ご利用期限が迫ってます。
どきどきカードをお持ちの方、先ずはお近くの加盟店へ！！
ポイントは最後まで使いきって下さい。

（見本）
８７９円分お買物できます。
無駄にしないように！

【広告料】
（横２．３cm ×縦６．５cm）１，５００円
（横４．５cm ×縦６．５cm）３，０００円
（横７．０cm ×縦４．５cm）３，０００円
（横７．０cm ×縦６．５cm）４，５００円

【見本】

　商工会では、広報の新年号（１月１日発行）に掲載する事
業所の広告を募集しております。
　掲載ご希望の方は、１２月１０日まで原稿を添えて一迫
花山商工会までお申し込み願います。

《商品券ご利用方法いろいろ》
●ご入学、ご就職などのお祝いに
●お見舞い、仏事のお返しに
●結婚記念日やお誕生日などのプレゼントに
●スポーツの競技会やイベントの賞品景品
●お中元、お歳暮などの季節のごあいさつに

●その他お使いみちいろいろ

　※有効期限は発行日より６ヶ月です。
　※額面５００円で、つり銭はお出しできませんのでご注意願います。

広報新年号の広告募集



　

商
工
会
で
は
、
新
規
会
員
加
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動
を
展
開
中
で

す
。
金
融
・
税
務
・
労
働
・
そ
の

他
経
営
全
般
に
関
す
る
悩
み
な
ど

お
気
軽
に
相
談
で
き
る
地
区
内
唯

一
の
機
関
で
す
。

「
商
売
上
手
は

　
　
　
相
談
上
手
！
」

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

商
工
会
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　

新
規
加
入
特
典
と
し
て
期
間
中

で
加
入
の
方
に
も
れ
な
く
一
迫
花

山
共
通
商
品
券
３
，
０
０
０
円
分

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　

是
非
、
ご
検
討
下
さ
い
。

◆
消
費
税
が
ア
ッ
プ
し
て
も
売
上
げ
を

２
倍
に
す
る
４
つ
の
法
則
と
は
？

　

消
費
税
が
上
が
る
と
、
経
営
者

の
み
な
さ
ま
の
中
に
は
、
簡
単
に

顧
客
に
価
格
転
嫁
で
き
ず
に
経
営

が
行
き
詰
る
と
恐
れ
る
方
や
、
消

費
税
が
上
が
る
の
に
、
売
上
を
伸

ば
す
こ
と
な
ど
困
難
で
あ
る
と
後

ろ
向
き
に
な
る
方
も
多
い
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
増
税
さ
れ
て
も
売
上

を
伸
ば
す
秘
策
を
知
っ
て
お
け
ば
、

増
税
を
恐
れ
る
必
要
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
的

を
絞
り
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
戦
略

や
戦
術
の
ヒ
ン
ト
を
ご
提
供
し
、

講
演
を
通
じ
て
勇
気
を
ご
提
供
し

ま
す
。

①
一
年
間
で
新
規
顧

客
を
倍
増
さ
せ
る

方
法

②
顧
客
に
１
０
０
回

リ
ピ
ー
ト
し
て
も

ら
う
方
法

③
他
社
の
２
倍
の
値

段
で
売
る
方
法

④
一
人
の
顧
客
か
ら
３
品
以
上
買

っ
て
も
ら
う
方
法

◆
受
講
料　

無
料

◆
日
時　

12
月
８
日（
月
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
会
場　

一
迫
花
山
商
工
会
本
所

◆
講
師　

㈱
コ
ン
パ
ス
代
表
取
締
役

鈴
木　

進
介
氏

◆
受
講
申
込
み

　

一
迫
花
山
商

工
会
ま
で
申
込

み
願
い
ま
す
。

【
青
色
申
告
決
算
説
明
会
】

●
営
業
・
不
動
産
所
得

◆
日
時　

12
月
４
日（
木
）午
前
10
時
～

◆
会
場　

栗
原
文
化
会
館

【
白
色
申
告
の
方
の
記
帳
・
帳
簿
等

の
保
存
制
度
に
つ
い
て
】

　

個
人
の
白
色
申
告
の
方
で
事
業

や
不
動
産
貸
付
等
を
行
う
全
て
の

方
は
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、
新
た
に
記
帳
を

行
う
方
や
記
帳
の
仕
方
が
わ
か
ら

な
い
方
の
た
め
に
、
記
帳
・
帳
簿

等
の
保
存
制
度
の
概
要
や
記
帳
の

仕
方
等
を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明

会
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

▽
詳
し
く
は
、
築
館
税
務
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
あ
な
た
の
借
金
必
ず
解
決
で
き
ま
す
）

　

宮
城
県
で
は
、
多
重
債
務
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
多
重
債
務
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

□
数
社
か
ら
の
借
入
が
あ
り
、
今

後
の
返
済
を
ど
う
し
よ
う
か
？

□
収
入
の
予
定
が
狂
っ
て
し
ま
っ

て
住
宅
ロ
ー
ン
も
あ
る
し
返
済

が
で
き
な
い
。

□
返
済
の
た
め
に
、
ま
た
新
た
な

借
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
お
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
ご
相
談
下
さ
い
。
借
金
の

問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
相

談
は
無
料
・
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
消
費
生
活

相
談
員
及
び
保
健
師
（
心
の
相
談

の
み
）な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
３
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら

◆
会
場　

栗
原
合
同
庁
舎

◆
主
催　

宮
城
県
多
重
債
務
問
題

　
　
　
　

対
策
会
議

◆
問
い
合
わ
せ

　

宮
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
２
―

２
６
１
―

５
１
６
４
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消
費
税
転
嫁
対
策
事
業

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

宮
城
県
多
重
債
務

無
料
相
談
会
の
ご
案
内

商
工
会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

新
規
会
員
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
展
開
中
！

　

栗
駒
山
は
、
秋
の
紅
葉
を
迎
え
、

今
年
最
後
の
輝
き
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
山
の
葉
が
ま
だ
紅
い
う

ち
に
突
然
の
雪
で
今
年
の
ス
テ
ー

ジ
最
後
の
雪
景
色
と
変
わ
り
ま
し

た
。
い
つ
も
よ
り
、
一
週
間
あ
ま

り
早
い
雪
で
し
た
。
日
一
日
と
、

雪
が
降
り
積
も
り
厳
し
い
季
節
へ

と
向
か
っ
て
行
き
ま
す
。

　

落
ち
葉
吹
雪
が
吹
き
荒
れ
木
の

葉
が
無
く
な
る
と
寒
々
と
し
た
ブ

ナ
の
林
に
変
身
し
ま
す
。
木
の
葉

が
落
ち
る
と
ブ
ナ
の
林
は
見
通
し

が
良
く
な
り
晴
れ
た
日
な
ど
に
は
、

何
処
ま
で
も
歩
い
て
行
き
た
く
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
初
冬
の
あ
る
日

に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
爪

跡
が
残
る
湯
浜
せ
き
止
湖
近
く
の

森
の
中
に
入
っ
て
見
ま
し
た
。
此

処
に
は
、
そ
の
昔
役
行
者
（
え
ん

の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
の
修
験
宗
、
い

わ
い
る
山
伏
と
言
わ
れ
た
宗
教
人

達
の
修
験
場
が
あ
る
の
で
す
。
山

の
人
達
は
猿
子
ズ
ノ
と
呼
ば
れ
て

い
た
所
で
す
。
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
以
降
行
場
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
も
そ
も
役
行
者
（
エ

ン
ノ
行
者
）
と
は
何
者
か
、
と
言

う
御
仁
の
た
め
に
一
説
お
話
す
る

と
、
続
日
本
書
記
に
よ
る
と
７
～

８
世
紀
に
奈
良
を
中
心
に
活
動
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
修
験
道
の
開

祖
と
さ
れ
て
い
る
人
物
で
、
名
を

役
小
角（
え
ん
の
お
ず
）が
そ
の
本

名
で
、
外
に
神
変
大
菩
薩
（
じ
ん

べ
ん
だ
い
ぼ
さ
つ
）
な
ど
の
呼
び

名
が
あ
り
不
思
議
な
力（
呪
術
）を

駆
使
し
て
、
空
を
、
野
山
を
駆
け

巡
り
、
鬼
神
を
自
在
に
操
り
、
あ

る
時
は
疫
病
を
追
い
払
い
、
荒
天

を
し
ず
め
民
間
に
徳
を
与
え
て
い

た
。
陰
陽
師
の
加
茂
の
長
明
み
た

い
な
存
在
で
在
っ
た
よ
う
で
す
が
、

後
世
全
国
の
修
験
者
の
間
で
山
岳

宗
教
即
ち
山
伏
の
開
祖
と
仰
が
れ

る
よ
う
に
な
り
、
日
本
全
国
約

八
十
の
山
に
役
行
者
の
開
山
説
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
そ
の

修
験
場
跡
が
、
有
っ
た
の
か
？
地

震
で
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
山

中
を
探
す
こ
と
２
時
間
鼻
を
こ
す

る
様
な
斜
面
を
登
り
下
り
し
て
や

っ
と
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
姿
は

あ
れ
だ
け
の
大
地
震
に
も
び
く
と

も
せ
ず
に
堂
々
と
構
え
て
い
ま
し

た
。
湯
浜
温
泉
の
二
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
上
に
、
お
堂
が
有
り
、
栗
駒

神
変
大
菩
薩
様
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
来
春
雪
が
解
け
た
ら
尋
ね
て

み
て
下
さ
い
。

　

栗
駒
山
の
雪
解
け
の
頃
に
表
れ

る
種
ま
き
坊
主
、
あ
れ
は
、
手
に

尺
杖
を
持
っ
た
行
者
様
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
真
っ
白
な
栗
駒
山
を
眺

め
て
い
る
と
、
何
処
か
ら
か
ほ
ら

貝
の
音
が
聞
こ
え
て
来
る
様
で
す
。

★金融相談日のお知らせ★
■相談日程　12月４日(木)・11日(木)
　　　　　　１月８日(木)・22日(木)
■相談時間　午前10時～午後４時まで
■場　　所　一迫花山商工会本所
※事業資金でお悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
※ご相談の際は、あらかじめ電話等で予約の上ご来所願います。
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編集後記

小規模企業振興基本法（小規模基本法）が制定され
小規模企業に光が当たる道筋が開かれました

　商工会の長年の悲願だった小規模企業振興基本法
（小規模基本法）が、平成２６年６月２０日に制定され、
平成２６年１０月２０日に基本計画が閣議決定されま
した。
　小規模企業振興基本法とは、国の施策の方向性に
ついて明示するもので、全国各地で頑張る事業者の
みなさまに対する支援を強化することになっており
ます。また、商工会は、市町村や関係機関と連携し
ながら、これまで以上に経営支援を行います。
　今後、小規模企業振興基本法に基づき、さまざま
な国の施策が実施されることになります。
　小規模企業振興基本計画では、

　　①需要を見据えた経営の促進
　　②新陳代謝の促進
　　③地域経済に資する事業活動の推進
　　④地域ぐるみで総力を挙げた整備

　の４つの目標を設定し、目標の実現に向け、１０
の重点施策を実施していきます。
　具体的な施策については、次号でご紹介いたします。

特　　　　典

掛金は全額所得控除となります

共済金は退職所得扱い又は公的年金等雑所得扱い

納付した掛金の範囲内で貸付が受けられます

加入できる方
常時使用する従業員が、２０人（商業・サービス業では５
人）以下の個人事業主（共同経営者も含む）と会社の役員

毎月の掛け金 １，０００円～７０，０００円（５００円きざみ）

　事業主であるあなたが事業をやめたり、第１線を退い
た時の生活安定をはかるためにつくられた制度、それが

“小規模企業共済”です。

※平成２３年１月から、個人事業主の「共同経営者」も２人まで加入できるようになりました

お申込みは 一迫花山商工会まで

事業主のための国の退職金制度です

おすすめします

小規模企業共済制度
あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償の商工会の福祉共済

けがによる死
亡・後遺障害、
入院、手術、通
院を補償しま
す

満６歳～80歳

｢けが｣
の補償

疾病による入
院、手術等を
補償します

満６歳～74歳

｢病気｣
の補償

がん・けが・
疾病による入
院、手術を補
償します

満６歳～74歳

｢がん｣
の補償

男　性 女　性

３０歳 　１,７３０円 １,３１０円

４０歳 　２,９６０円 ２,１１０円

５０歳 　５,９４０円 ３,４４０円

６０歳 １２,４６０円 ５,８５０円

共済期間：10 年　掛金例

(共済金２口＝１,０００万円の場合 )

( １契約２口～ 12 口まで ) 月額

死亡と障害ま
たは疾病によ
る所定の高度
障害状態を保
障します

満６歳～65歳

｢生命｣
の補償

全国商工会会員福祉共済大きな安心を
手軽な掛金で

役行者修験場跡


